
(1) 参加者の状況

1 108

2 42

3 39

4 24

5 30

6 施設長・管理者 18

7 医師・薬剤師・PT・OT・ＳＴ 25

8 栄養士・調理師 4

9 0

10 事務職 7

11 4

301

(2) アンケートの集計

① 勤務されている業種 ② 現在の職種 ③ 経験年数

35 94 1 １年未満 15

18 2 １年以上３年未満 36

10 3 ３年以上５年未満 33

4 15 4 ５年以上１０年未満 65

35 36 5 １０年以上 96

20 30 6 未記入 2

5 1 247
0 4

25 11 ④ 講義内容について

27 1

44 1 1 非常に良かった 164

3 3 2 良かった 63

2 2 3 どちらともいえない 3

1 0 4 あまり良くなかった 0

10 14 5 良くなかった 0

4 6 6 未記入 17

4 0 247
247 4

2

247

(3) ご意見をお聞かせ下さい

23
訪問介護・入浴 相談員

(病院・施設・
福祉用具貸与）

通所介護

通所リハビリ 看護師

介護福祉施設

支援センター

その他・未記入

グループホーム

合　計

行政職

介護職

訪問介護員

介護支援専門員

保健師・看護師

アンケ－ト回答者数 247名

居宅介護支援

居宅療養管理

訪問看護

訪問リハビリ

ＳT
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その他

業　　種

栄養士

職　　種

介護職

OT

参加者数 301名

相談員

一般

医師

①講義内容に
関するご意見

PT

訪問介護員

福祉用具貸与･住宅改修

その他

調理師

介護保健施設

病院・医院

別紙参照

管理者

事務職

アンケート回答率　82.1％

合　計

合　　　計

合　　計

別紙参照

行政

介護支援専門員

未記入 行政職

小規模多機能

保健師

薬剤師

未記入

経験年数について

合計

③協議会への
要望等

②今後のスタッフ
セミナーの

内容・在り方

別紙参照
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Ｎｏ．
同様の
意見

1 先入観を持って人を見てはいけないと感じた。 12

2 死を受容することはとても難しいとは思うが、自分らしい最期を迎えられた方は幸せだったのでは。また家族（遺族）にも 5

受入れる準備ができることで笑って送る事ができるのだと思う。

3 今対応している事が不適切だったと思う 1

4 看取り医療を具体的に話して頂き勉強になった。 15

5 なぜその思いや考えに至ったのかを引き出せる声掛けが大切だと分かった。その人らしさを尊重することの重要性が分かった 13

6 看取りをしていくためには対人援助職であり続けることが大事だと思った。最後まで寄り添い続ける事の重要性が少し分かった。 20

7 父が逝った時の事を思い出した。突然意志の疎通が出来なくなり何の想いも聞けないままだった。スライドの中の女性のような 2

終末期を迎えられた事が感動した。対人援助が一番大事だと思った。 2

8 人の死に対する内容だったが、認知症の方や病気の方へ寄り添う事の意味又理解する事を学んだ。 4

9 認知症と聞いた時から先入観となり、いつもの流れでプランや対応を考えてしまっている。ケースに当てはめようとしているので見直したい。 4

10 利用者に寄り添うと言う事。10数年介護に従事し真剣に考える機会をもらった。 11

11 初めて人の最期と言う事を考えさせられた気がした。福祉用具への考え方も少し変わったような気がする。 1

12 非常にためになる講演だった。参加できて良かった。 25

13 これからの日本の介護や医療面の方向性に対する不安が薄れてきた。看取りの覚悟と勇気が持てた。 5

先生のような素晴らしい方に診て頂ける人は幸せだ。

14 今からの家族への対応をする上でとても勉強になった。 2

15 対人援助者としての自己決定支援の大切さを実感した。 9

16 知識習得よりも考えさせられる大変素晴らしい研修だったと思う。（初心忘れるべからず。専門的知識が弊害にもなる。） 3

17 高齢になる母が今は元気だが、今後病気になった時の対応の仕方の参考になった。できれば在宅医療でと強く思った。 7

18 命の最期にどう寄り添っていくのかと言うテーマでどう生き抜いてもらうかと言う話を聞き、命は生かすものではないなと感じた。 6

その人の命の最期に答えはないと思うからこそ迷う。けれどそれでいいと認めてもらえる事。とても心に響く話だった。

19 今までの考え方と違った考え方が聞けて良かった。出来そうで出来ていない事が多いと思った。 6

20 もっと早く聞きたかった。 1

21 家に帰りたいと言う声は度々聴いたいたが、家族の介護者負担等家族の声にばかり耳を傾ける事が多かった。 5

なぜ？と本人が希望している事はあまり聞けてなかった。

22 スライドショー等感動した。自分の最期を考えさせられた。 。 2

23 大量死を迎えるこれからの社会では、どのような治療を望むのか、どこで妥協するかだと思う。お金の切れ目が治療の切れ目。 1

きれいごとではできないが、先生の熱意は伝わった。

24 看取りケアを施設でも行っている。ケアプラン作成にあたりとても参考になった。参加できて良かった。 5

25 とても良い研修だった。急変した時は又入院する。今回は医療系のセミナーだったから、その間で在宅サービスを入れていくのはとても大変。 1

26 齊藤先生とは11年前に一緒に関わらせて頂いた。とても良い話を先生の命に対する考え方がよく伝わった。 1

27 まだ理想かもしれないが、少しでも近づくような日本にしていきたい。（治す医療も在宅介護も） 1

28 私には理解できないところが多かった。 1

29 生きることを教えられた。 3

30 医療だけに頼らずに最期を迎える意味を深く考えさせられた。最期を迎えるのは仕方がないが、どう今の自分と向き合うかが大切だと思った。 2

31 今後の在宅でのあり方寄り添い方がとても分かり易かった。援助者としての姿勢を改めて考えさせられた。 2

記入率72.1％　　　合計 178

内　　　　　　　　　　容

①　講義内容に関するご意見



Ｎｏ．
同様の
意見

1 初めて参加させて頂いた。有意義な時間だった。 4

2 とても良い先生の話で勉強になった。 4

3 もう一度齊藤先生のお話を聞きたい。 2

4 職員のストレスマネジメントが聞きたい。 2

5 今後看取りの必要性が高まるので、今回のような話をもっと聞きたい。 6

6 今回のような研修を今後も期待している。 7

7 今までの中で一番良かった。 1

8 今回の内容に添って最期を迎える方への訪問リハをしての関わり、事例があれば知りたい。 1

9 開始時間も丁度良い時間で、無料で大変参考になった。次の日からの仕事への生活への力が湧くような今日のようなセミナーが良い。　 3

10 実技を取り入れた講義。 2

11 スライドも見やすかった。 1

12 開始時間がもう少し早いと助かる。 1

13 認知症が進行した方で自宅介護されている方の事例。介護体験を聞きたい。 2

14 回数等は今まで通りで良いと思う。 1

15 今年度非常に内容が濃いもので良かった。 1

16 障害福祉関係の講演なども取り入れてもらえたら良い。 1

17 介護保険、総合事業に関するセミナー。 1

18 他職種の意見をきく。 1

19 在宅に向けた話。今後の介護について。 2

20 このままで良い。 2

21 感謝です。 1

22 社会福祉士、介護支援専門員等、資格者特有向けのセミナーを聞きたい。 1

23 介護スタッフの負担軽減のため参考になるアイディア、技術等。 1

24 勉強になる話をお願いしたい。 1

25 認知症の予防、感染症の予防。 1

26 徘徊の方に対しどう接するか等知りたい。 1

27 重度利用者の方へのタッチケア等の関わり方、アニマルセラピーについて。 1

28 出来れば、席は前から詰めて入って欲しい。 1

53記入率21.5％　　合計

②　今後のスタッフセミナーの内容・在り方

内　　　　　　　　　　容



Ｎｏ．
同様の
意見

1 定期的な研修等大変有難い。これからも参加したい。 3

2 これからも宜しくお願いします。 3

3 大変ご苦労だと思う。お疲れ様です。 2

4 個々の事業者では対応困難な行政・保険者等への意見質問要望等、今以上に行って頂けたらと考えます、希望します。 1

5 担当者様の負担軽減になるような仕組みが出来ると良い。 1

10記入率4.0％　　　合計

③　協議会への要望等

内　　　　　　　　　　容


